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編集後記 

この小冊子は，大阪府立大学で使われていた「アカデミック・ライティング入
門」を大阪公立大学でも使えるように改訂をおこなったものです。 

大阪府立大学では平成 27(2015)年３月に初版が編まれ，その後に「初年次ゼミ
ナール」でも活用してもらえるよう改訂版を編むことになり，当時の高等教育推
進機構と研究公正推進室のもとに編集委員会を新たに起ち上げて改訂されたと
いう経緯がありました。『新版 論文の教室』(戸田山和久著 NHK ブックス)，大
阪大学の『阪大生のためのアカデミック･ライティング入門』や早稲田大学のウ
ェブサイト『ライティングに関するアドバイス』の内容などを参考に作成されま
した。 

なお今回の改訂に際しては、教育学修支援室学習支援部門が運営する OMU ラ
ーニングセンターの TAさんや特任教員の皆さんの協力を得ました。 

 

2023年 9 月 国際基幹教育機構初年次教育科目委員会 
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